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安
定
的
な
水
の
供
給
を
図
る

た
め
、
年
次
的
改
良
等
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

　

経
営
状
況
は
、
給
水
戸
数

１
４
，3
8
3
戸
、
給
水
人

口
３
４
，4
1
7
人
、
供
給

水
量
（
有
収
水
量
）
3
5
7

万
4
4
9
5
㎥
で
、
1
日

一
人
あ
た
り
の
使
用
水
量

2
8
5
ℓ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
収
益
は
5
億
3
7
7

4
万
1
0
0
4
円
、
事
業
費

用
は
4
億
3
2
5
5
万
４
２

８
７
円
で
純
利
益
は
1
億
5

１
８
万
6
7
1
7
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

次
の
陳
情
を
採
択
し
、
意

見
書
を
関
係
機
関
に
提
出
し

ま
し
た
。

・�「
所
得
税
法
第
56
条
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
」
の

採
択
を
求
め
る
陳
情
書

（
賛
成
多
数
）

・�

甘
味
資
源
作
物
に
関
す
る

陳
情
書

（
全
会
一
致
）

・�

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の

実
現
を
求
め
る
陳
情

（
全
会
一
致
）

　

次
の
意
見
書
を
議
員
発
議

し
、
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま

し
た
。

・�

平
成
21
年
度
補
正
予
算
の

適
正
な
執
行
を
求
め
る
意

見
書

（
賛
成
多
数
）

　

国
で
は
、
現
在
の
補
正
予

算
の
執
行
を
停
止
し
、
不
要

と
判
断
し
た
事
業
は
廃
止
す

る
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
現
在

の
経
済
危
機
の
景
気
の
底
割

れ
を
防
ぎ
、
国
民
の
生
活
の

安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
予

算
化
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

地
方
自
治
体
で
は
、
経
済
危

機
対
策
の
た
め
の
交
付
金
を

も
と
に
予
算
編
成
し
、
議
会

の
議
決
を
経
て
、
実
施
段
階

に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

本
意
見
書
は
、
国
の
政
策

見
直
し
に
よ
る
事
業
廃
止
に

よ
り
、
地
方
自
治
体
が
混
乱

し
な
い
よ
う
に
、
補
正
予
算

の
適
正
な
執
行
を
求
め
る
も

の
で
す
。

待
ち
に
待
っ
た
新
校
舎
が
！

◎
陳
情
・
意
見
書

☆�

財
部
小
学
校
普
通
教
室
棟

改
築
工
事
（
建
築
）
請
負

契
約
の
締
結（

賛
成
多
数
）

　

財
部
小
学
校
普
通
教
室
棟

は
老
朽
化
に
伴
い
、
改
築
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

旧
校
舎
は
昭
和
28
年
か

ら
30
年
に
建
設
さ
れ
、
当
時
、

木
造
建
築
が
主
流
の
中
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
モ

ダ
ン
な
校
舎
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
校
舎
も
54

年
以
上
が
た
ち
、
ま
た
耐
震

強
度
も
不
足
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
改
築
さ
れ
ま
す
。

こ
の
請
負
契
約
で
は
、
鉄
筋

２
階
建
て
、
総
面
積
２
８
４

１
㎡
の
改
築
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

※
平
成
21
年
度
か
ら
22
年
度

に
か
け
て
の
全
体
事
業
総
額

は
６
億
９
０
０
８
万
５
千
円
、

校
舎
は
平
成
22
年
７
月
ま
で

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

財部小学校校舎完成予想図

◎
予　

算

☆�

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
3
号
）

　
　
（
全
会
一
致
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
で

は
公
営
住
宅
整
備
事
業
等

に
伴
う
地
域
住
宅
交
付
金

2
6
7
1
万
3
千
円
、
緊
急

雇
用
創
出
事
業
に
伴
う
6

件
の
臨
時
特
例
基
金
事
業

費
補
助
金
1
9
8
6
万
6
千

円
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

6
1
8
6
万
2
千
円
及
び
起

債
対
象
事
業
追
加
等
に
伴

う
市
債
の
追
加
8
2
4
0
万

円
、
歳
出
は
要
援
護
者
生
活

支
援
調
査
事
業
、
老
人
保
健

特
別
会
計
操
出
金
等
の
社

会
福
祉
費
2
7
3
1
万
8
千

円
の
追
加
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
の
物
品
購
入
費

や
検
診
推
進
事
業
等
の
衛

生
費
2
0
3
2
万
7
千
円

の
追
加
や
増
資
に
伴
う
畜

産
振
興
基
金
繰
出
金
3
千
万

円
、
森
林
整
備
林
業
木
材

産
業
活
性
化
推
進
補
助
金

1
億
5
4
0
0
万
円
、
大

隅
大
川
原
駅
舎
改
修
等
の

整
備
事
業
9
3
2
万
6
千

円
、
向
江
公
園
等
の
都
市
公

園
管
理
費
1
2
6
0
万
5
千

円
、
公
営
住
宅
の
改
修
に
伴

う
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事

業
4
8
9
9
万
6
千
円
、
地

域
振
興
住
宅
建
設
事
業
の

4
1
3
7
万
6
千
円
の
追
加

が
主
な
も
の
で
す
。

☆�

平
成
20
年
度
曽
於
市
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定

（
賛
成
多
数
）

　

本
市
水
道
事
業
は
、
年
数

経
過
に
よ
る
施
設
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
中
、
安
全
で

◎
水
道
事
業
決
算 歩道整備予定の向江公園（末吉町）
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市政を問う

ビ
を
設
置
す
る
学
校
情
報

通
信
技
術
環
境
整
備
事
業

1
億
9
3
6
7
万
5
千
円
、

農
道
改
良
舗
装
、
排
水
路
改

修
等
の
た
め
の
市
単
独
土
地

改
良
事
業
1
億
2
7
6
0
万

円
、
末
吉
地
区
に
整
備
す

る
救
急
分
駐
所
整
備
事
業

2
5
0
0
万
円
、
デ
ジ
タ

ル
放
送
化
に
伴
い
、
新
た

に
発
生
す
る
難
視
聴
地
域

の
解
消
を
図
る
辺
地
共
聴

施
設
整
備
事
業
補
助
金

4
6
4
0
万
1
千
円
、
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
に
対
し

て
15
万
円
を
限
度
と
し
て
補

助
す
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促

進
事
業
補
助
金
1
5
0
0
万

円
、
末
吉
庁
舎
に
30
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
整
備
す
る
事
業

に
3
5
0
0
万
円
、
枝
肉
価

格
の
低
迷
に
よ
る
肥
育
農

家
の
収
益
性
の
悪
化
を
防

止
し
、
市
内
産
の
子
牛
価

　

7
月
臨
時
会
は
、
7
月
3

日
に
開
会
し
16
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。

☆�

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）

（
全
会
一
致
）

　

今
回
の
補
正
は
、
経
済
危

機
対
策
に
関
わ
る
国
の
第
1

次
補
正
に
伴
う
も
の
で
、
歳

入
で
は
、
地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金

6
億
3
3
8
2
万
1
千
円
、

公
立
学
校
施
設
整
備
事
業
費

補
助
金
8
4
5
3
万
4
千
円
、

財
源
調
整
の
た
め
の
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
6
1
7
1
万

円
及
び
平
成
20
年
度
決
算

に
伴
う
前
年
度
繰
越
金

5
7
5
5
万
8
千
円
が
主
な

も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
市

内
小
中
学
校
に
地
上
デ
ジ
タ

ル
ア
ン
テ
ナ
を
整
備
し
、
す

べ
て
の
教
室
に
電
子
黒
板

機
能
付
き
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を

推
薦
す
る
た
め
、
議
会
に
意

見
が
求
め
ら
れ
適
任
と
さ
れ

ま
し
た
。

髙
栁　

正
充
氏　

66
歳

（
財
部
町
東
馬
場
）

　

副
市
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
中
山
喜
夫
氏
の
再
任
に

つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
同
意

し
ま
し
た
。

中
山　

喜
夫
氏　

62
歳

（
末
吉
町
東
法
楽
寺
）

☆�

宮
崎
県
都
城
市
と
の
定
住

自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る

協
定
の
締
結（

全
会
一
致
）

　

定
住
自
立
圏
は
中
心
市

（
都
城
市
）
と
周
辺
市
町
村

（
曽
於
市
等
）
が
、
自
ら
の

意
志
で
1
対
1
の
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
を
積
み
重
ね
る

結
果
と
し
て
形
成
さ
れ
る
圏

域
で
す
。

　

中
心
市
で
は
、
圏
域
全
体

の
暮
ら
し
に
必
要
な
都
市
機

能
を
集
約
的
に
整
備
し
ま
す
。

周
辺
市
町
村
で
は
、
必
要
な

生
活
機
能
を
確
保
し
、
農
林

業
の
振
興
や
豊
か
な
自
然
環

境
の
保
全
等
を
図
り
ま
す
。

お
互
い
に
連
携
・
協
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
圏
域
全
体
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
地

方
圏
か
ら
の
人
口
流
出
を
食

い
止
め
、
地
方
圏
へ
の
人
の

流
れ
を
創
出
す
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

７
月
臨
時
会

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）　

８
億
９
７
３
７
万
６
千
円
な
ど
を

可
決

○
協
定
の
締
結

○
副
市
長
の
選
任

○
人
権
擁
護
委
員

の
承
認

末吉地区救急分駐所予定地周辺地図

財部町へ

都城市へ

南之郷へ

大淀川

末吉中学校

大隅町へ

国
道
2
6
9
号

鉄道
記念館湯之尾

交差点

公民館
高原病院

曽於市役所

GS
警察署

ナンチク

マ
イ
ン
ド
ロ
ー
ド

体育館

栄楽公園

予定地

都城市定住自立圏協定締結式

的
収
入
1
1
7
0
万
円
の

追
加
及
び
収
益
的
支
出
の

1
3
0
0
万
円
の
追
加
で
す
。

収
益
的
支
出
の
追
加
は
、
大

隅
上
水
道
事
業
の
志
布
志
福

山
線
路
面
復
旧
工
事
費
で
す
。

格
を
買
い
支
え
す
る
事
業

に
3
6
0
0
万
円
、
ま
た
市

営
住
宅
設
備
等
改
善
事
業

8
2
0
0
万
円
で
ト
イ
レ
の

水
洗
化
等
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

☆�

平
成
21
年
度
曽
於
市
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
全
会
一
致
）

　

今
回
の
補
正
は
、
地
域
活

性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
事
業
に
伴
う
収
益


